
うるおい木曽、東海三県を水で結ぶ

新年あけましておめでとうございます。

皆様方におかれましては、新春を晴々しい気持ちでお迎えのこととお慶び申し上げます。

また、旧年中は格別なご高配を賜り、木曽川用水総合管理所を代表して厚く御礼申し上げます。

総合管理所は、木曽川用水施設である木曽川大堰、濃尾第二施設、及び木曽川右岸施設並びに

長良導水施設の管理を行うとともに、地盤沈下地域における支線水路及び揚水機場の老朽化が懸

案となっていた濃尾第二施設の愛知県側において「濃尾第二施設改築事業」を令和４年度より実

施しております。濃尾第二施設改築事業につきましては、令和１８年度までの工事完了に向けて鋭意進めて参

りますので、皆様のご理解を得ながら確実な事業進捗に努めてまいります。

また、木曽川大堰施設、木曽川右岸施設、濃尾第二施設などその他の施設においても老朽化は課題となって

おり、その対策にも取り組んでおります。今年も引き続き関係機関と調整し、皆様の協力も頂きつつ最適な対

応を目指して尽力してまいります。

さて、昨年の管理を振り返りますと、４月から７月にかけて平年を上回る降水量となり、８月、９月は平年

を下回りましたが、木曽川の流況はかんがい期全般を通じて比較的良好に推移し、計画どおりに取水すること

ができました。

一方で、昨年１月１日には能登半島で大地震が発生し木曽川用水施設内においても震度４を観測されました。

この地震においては、速やかに点検を行い施設に異常が無いことを確認しました。近年、全国的に大地震や豪

雨による災害が多発する傾向が見受けられます。当機構としましては、近年の気候変動に伴う洪水リスクの増

大や渇水への対応と併せて防災意識を高めていくとともに、施設の機能を最大限に活用して、適切な管理を通

じて用水の安定供給と洪水等の被害の防止・軽減に努めて参ります。

本年も総合管理所はこれまでの経験を活かして、環境の変化、時代の変化にも柔軟に対応しつつ、安全で安

心できる水の供給と更なるサービスの向上に取り組んでまいります。

最後になりますが、皆様のご健康とご多幸をお祈りし、新年のご挨拶とさせていただきます。
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令和６年１１月９～１０日に開催された八百津町産業文化祭に

出展しました。

出展は、愛知用水上流管理所と木曽川用水美濃加茂管理所が合

同で、事業説明パネルの展示や水のゲーム、コースター作りを行

いました。

２日間とも天気が良かったこともあり人出が多く、水資源機構

のブースにもたくさんの来客がありました。

水の重量当てゲームでは、目線を落とし真剣な方もいたり、

コースター作りでは、小さな子供に人気でいろいろな絵を描いて

喜んでいました。中には、パネルを見ながら「親父が水路を造っ

た。」等の思い出話をされる方もいました。

水資源機構ブース前の様子

水の重量当てゲームの様子

令和６年１０月２５日（金）、５月に関係機関と協力して植えた苗が成長し、いよいよ収穫の時期を迎えた

ということで、海部土地改良区会館内の圃場で稲刈りが開催されました。改良区からお声がけをいただき、推

進室から５名の職員が稲刈りに参加しました。

海部土地改良区職員と推進室職員で力を合わせて、鎌を使って稲を刈り取り、刈り取った稲を藁で束ねる慣

れない作業に悪戦苦闘しながら、稲架掛けまで終わらせることができました。作業開始前は少し肌寒いと思っ

ていましたが、終わる頃には額に汗がにじむほどの重労働に米づくりがいかに大変かを実感することができ、

貴重な体験となりました。

今回収穫したお米は濃尾平野で生産が盛んな「あいちのかおり」という品種で、粒が大きく品種名の通り芳

醇な香りが特徴のお米だそうです。今回の経験を通して改めて我々の業務の重要性を認識し、木曽川の「水の

恵み」によりこの地域の農業がますます盛んになるよう、日々の業務に取り組んでいきます。

稲刈り
稲架掛け

コースター作りの様子
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清掃の様子 水クイズの様子

総合管理所と近傍の稲沢市立長岡小学校は社会教育の一環で全学年（今年度は２回に分けて）による木曽川河川堤

防の清掃活動と４年生を対象とした総合管理所見学会を毎年実施しています。

６月１１日（火）は６・１年生、１１月１日（金）は５・４・３・２年生が参加し、木曽川河川堤防のゴミ拾いを行いました。木曽

川用水総合管理所は児童が怪我や事故に巻き込まれないようにこの活動のサポートを行いました。

１１月２１日（木）には４年生の１２名の児童が総合管理所に訪れ体験学習を行いました。

まず、全員で「水クイズ」を行い、水の大切さ、水に関する知識を学びました。その後、操作室での説明、屋上からの施

設見学、実際に水を流しての水路模型実験を行い、木曽川用水の仕組みと施設の重要性・必要性などを学びました。

児童たちは、職員の説明を真剣に聞いて様々な質問をし、操作室では監視カメラや操作スイッチに興味を示すなど、楽

しく学ぶことが出来たと思います。

地元小学校との連携を深めて、地域貢献と木曽川用水のアピールに努めています。

令和６年１１月１５日午後に木曽川水管橋農業用水管路に付帯する空気弁の点検（分解・清掃）訓練を行いました。

訓練は、木曽川水管橋等の空気弁からの漏水（ゴミ詰まり）に対して、空気弁の構造を理解したうえで、分解・清掃がで

きるようになることを目的に、技術、事務の職種を問わず、総勢１０名で行いました。（管理課１名、濃尾第二推進室５名、

弥富管理所４名）

今回の訓練では、木曽川水管橋の空気弁3箇所を点検（分解・清掃）しました。最初に、弥富管理所職員により「木曽川

水管橋空気弁分解整備マニュアル」に基づき、一通りの作業手順を示し、その後、２班に分かれて、参加者に空気弁の分

解・清掃を体験していただきました。

空気弁は、木曽川水管橋の他、常時排水路や、各支線水路で数多く設置されています。空気弁からの漏水は、通水停

止・再開時や地震発生時に発生する可能性が高いため、今後も訓練を通じて空気弁の点検可能な職員を増やし確保し、

空気弁漏水の迅速な復旧、防災力の向上に努めていきたいと考えております。

空気弁の分解 空気弁の掃除
ゴミは少なかった
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明けましておめでとうござます。

本年も本誌が皆さま方にご愛読いただけますよう努力してまいりますとともに、読者の皆さまにとりまして良き年となりますように

祈念します。
本年も引き続き皆様からのご意見・ご感想をお待ちしています。ハガキや当管理所ホームページ「お問合せ・ご意見」からどしどし
お寄せください。

１０月２４日（木）木曽川用水総合管理所北側にある「利水神社」にて「秋の祭礼」が利水神社奉賛会及び木曽

川の恩恵を受ける関係者の参詣により、滞りなく厳かに執り行われました。

雨模様となる予報もありましたが、さわやかな秋空のもと、暖かい陽を受け、今までの安寧に感謝するとともに、

末永くのご加護を祈願しました。

宮司による祈願、乾杯が行われ、利水神社奉賛会会長や海部土地改良区理事長の挨拶、地元市議会議員・ＪＡ・

元役員などの紹介、木曽川用水総合管理所長から参列の関係者へ日頃からの木曽川用水の管理業務及び今後、事業

が本格化していく濃尾第二改築事業へのご理解・ご協力をお願いしました。

これからも、この伝統的な祭礼が末永く、確実に後世に末永く引き継がれ

ていくことを強く願います。

川と海のクリーン大作戦については、美しい川や海を取り戻し、次の世代に引き継ぐために、川や海のゴミ対策ついて

考えることを趣旨に中部地方の各地で実施されています。

木曽川用水総合管理所の所在する稲沢市でも毎年実施しており、総合管理所から近隣の木曽川上流左岸側の河川敷にあ

る公園にて、令和６年１０月１３日（日）に行われました。

地元の事業者をはじめ関係団体等から多数の参加者があり、木曽川用水総合管理所は職員６名が参加し、ゴミ拾いの清

掃活動を行いました。ゴミは想像より非常に少なく、地元の皆様の川を綺麗にする意識が根付いているのだと感じました。
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利水神社参拝の様子

清掃活動後 清掃の様子


